
 

 

 

北の近江振興プロジェクトの取組状況について 

 

＜目的＞ 

 ・県北部地域（長浜市、高島市、米原市）は豊かな魅力ある地域資源等を有し、中部圏・北陸圏

との結節点として高い可能性を有する。 

・一方、人口減少や高齢化に伴う課題が顕著。今後、他地域でも顕在化してくるこれら課題に対

処するため、まずは５年間の取組として推進。その成果を県全域に広げ、今後の県全体の持続

的発展につなげる。 

＜方向性＞ 

 

 

 

１． 取組体制 

（１）北の近江振興事務所 

・令和５年４月１日から湖北合同庁舎内に「北の近江振興事務所」を設置 

・職員５名を配置して、３名の職員が北部３市をそれぞれ担当 

 

（２）サテライトオフィス  

・より地域に近いところで地域に寄り添いながら、きめ細かな活動を実施 

長浜市…長浜商工会議所内（フューチャールーム） 

米原市…滋賀県立文化産業交流会館内 

高島市…高島合同庁舎内 

 

（３）北の近江振興プロジェクトチーム会議 

・庁内関係課で構成し、関係部局横つなぎで今後の振興策を検討 

 

２． プロジェクトの概要 

 

＜目標＞ 

移住＋地域とつながる人（関係

人口）を 3 千人増やす 

 

＜Ｒ５先行事業＞ 

総合プロジェクト 

①しがのふるさと応援隊事業 

②「北の近江振興」高校魅力 

化推進プロジェクト事業 

③北の近江振興プロジェクト 

コーディネーター配置                                            

 

＜予算額＞ 

計 49 百万円 

 

人が集まる 新たな価値を生み出す経済 デジタルを活かす 豊かな自然との共生 

総務・企画・公室常任委員会 資料３              

令和５年（2023 年）６月１日（木）         

新駅問題対策・特定プロジェクト推進室   



 

３． 取組状況 

（１）北部３市との連携（意見交換等） 

（長浜市） 

・市の政策デザイン課を通して各担当部局の施策との連携方策について意見交換 

・長浜商工会議所等の協力を得て、市内で活動する関係者と意見交換 

（米原市） 

  ・市の政策推進課や観光協会（一般社団法人びわ湖の素ＤＭＯ）ほか、市から紹介 

  を受けて地元で活動されている多様な方々と意見交換 

（高島市） 

・市の企画広報課や商工会、観光協会ほか、森林組合や道の駅管理運営者等と意見 

交換を実施 

 

（２）知事の「北の近江」現場訪問！ 

目的：知事が県北部地域の団体や事業者、住民の方々が活動する現場を訪問・意見交換 

   を行い、得られたヒントや気づきを今後の北部振興の取組の具体化につなげる。 

実績：<第１回> 長浜市内（R5.4.13～14） 

① 湖北苺出荷協議会（みおしずく生産者団体） 

② 東京-長浜リレーションズメンバー他 

③“観音ガール”對島 佳菜子氏、竹蓮寺世話方 

今後、米原市や高島市においても順次実施予定 

 

 

４．今後の当面の取組 

・担当課と連携して総合プロジェクトに係る今年度の三つの先行事業を推進 

・来年度以降の新たなプロジェクトの立上げや課題解決等につなげるため、職員が市と連携

し、地域に入って課題やニーズの掘り起こしを進める。 

・庁内に設置した北の近江振興プロジェクトチーム会議等を通して、関係部局が連携を密に

しながら、広域的な観点から今後有効な振興策等を検討 
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